
　大きい方の回廊、キオストロ・グランデは刈り込みの芝生だ
けのたいへんシンプルな中庭だ。しかも一辺が百メートルを超
す大平面である。周囲には修道士が居住する僧坊が並んでい
る。各自の僧坊を出てこの中庭にたたずむとしても、それは
日々の思索の延長ではなかったか。小回廊と大回廊は二つの
憩いの場としてそれぞれに修道士の暮らしの内と外をつくりあ
げてきたものである。

古代～近世まで内と外の区別がなかった日本家屋
その知恵の系譜を生かした住まい方を

　中世僧院の中庭を除いて、気持ちのよい戸外空間を室内と
うまくつなぐことができなかったヨーロッパに比べて、日本は
ほとんど屋外と屋内の境界がない生活が普通のものだった。
軸組構造の家屋だと、開口部がたくさんとれる。柱や梁以外の
ところにはみな窓にできるのである。古代・中世・近世を通じ
て日本家屋は風通しのよい、内外の区別がほとんどない住ま
いをつくりあげていた。しかし西洋文明に出会うことによって
近代化に目覚め、ヨーロッパを模範としはじめたころから、家
屋の内向化がはじまった。
　外部から遮断された安全で静かな室内。外向きには防御が

整い、自分だけ家族だけの空間を確保できたかに見えた近代
の日本家屋。しかし、そんな内向性住居は、季節の移ろいを受
け取る感性や地域との交わりを希薄にさせ、あたかも西洋中
世への逆行、内に閉じこもる薄暗い家屋への逆戻りを感じさせ
るものでもあった。

　薄暗く息苦しい住まいに対して、わずかながらも外部空間を
提供していた西洋中世の中庭。それらがもっていた機能の重み
を振り返ってみるのも有意義なことではないか。さらに近代化、
すなわち西洋化が万能であったこの百年あまりの生活に、かつ
ての日本がつくりあげていた住まいと暮らしの知恵を再び取り
入れることが必要だろう。屋内と屋外の境界が希薄で、生活空
間に外部環境を見事に採り入れていた日本の知恵の系譜を生
かさない手はない。
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造園学・産業技術史を専門分野とし、
特に屋外レクリエーションの比較文化的研究を行う。
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「空の下に 自在空間」 ミューテリアを語る.1
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